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基本的な考え方

施策の実施状況

　当行は、長期安定的な企業価値の向上を図るために、コー
ポレート・ガバナンスの充実を重要な経営課題として認識し、
株主の皆さまやお客さまをはじめ、地域社会、お取引先、従業

員等の全てのステークホルダーと良好な関係を築くとともに、
取締役・監査役制度を軸に迅速で透明性を重視した企業経
営に努めております。

　当行の取締役会は、社外取締役３名を含む８名の取締役（平
成28年7月1日現在）で構成され、毎月の定時取締役会のほ
か、必要に応じ機動的に臨時取締役会を開催し、法令で定め
られた事項や経営に関する基本方針を決定するとともに、適
時適切に業務執行に関する報告を求め、業務執行に関する監
督機能を果たしております。
　また、業務執行の迅速化及び機能化を目的に、平成14年１
月より「執行役員制度」を導入するとともに、主に常務執行役
員以上で構成する「経営会議」を設置（原則月３回開催）し、経
営の意思決定・監督を行う取締役の機能と業務執行を行う執
行役員の機能を分離し、それぞれの役割と責任の明確化及び
効率的な経営の実現に努めております。経営会議は、取締役
会付議事項の立案を行い、取締役会の決定した基本方針に基
づいてその総合的執行方針を確立するため、経営に関する重
要な事項を協議決定し、併せて業務執行の全般的統制を行っ
ております。

　さらに、役員人事並びに報酬等の透明性を高め適正な組織
運営を図ることを目的として、取締役会より委任を受けた「役
員人事報酬委員会」を設置しております。
　当行は社外監査役を含めた監査役による監査体制が経営
監視機能として有効であると判断し、監査役設置会社形態を
採用しており、社外監査役２名を含む４名の監査役（平成28年
7月1日現在）からなる監査役会（原則月１回開催）が取締役の
職務執行状況を監査しているほか、経営会議や行内の主要会
議・各種委員会には常勤監査役が出席し、意思決定のプロセ
スや取締役の職務執行状況を監査しております。
　また、独立役員である社外取締役も選任しており、経営の
透明性確保とコーポレート・ガバナンス体制の更なる強化を
図っております。
　業務執行・経営の監視の仕組みについては、以下の図のと
おりであります。
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